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全腎協が結成されるまで  腎疾患対策検討会 作業班  

♂訝・賢疾患対象紀優摩眉凝病  

一腎疾居対岸苫屋モ屠爛／二／  

◇日 時 2007年10月29日（月）   

¢9  

㊥全腎協  
常務理事 栗原紘隆  

昭和42年（1967年）人工透析が健康保険適用  

健康保険本人10割給付  

健康保険家族 5割給付  

国民健康保険 7苦り給付  

診療報酬 人工腎臓920点（昭和42年）  

人工腎臓用回路（ダイアライザー）  

知事が公示（昭和53年まで）  

都道府県における購入価格  
10，000円から15，000円   

1．人工透析装置（人工腎臓）の不足   

透析医療機関での患者の選択  
透析が必要な腎不全患者が  
仮に3名→透析装置1台？   

透析装置の空くのを待つ患者  
移植医療がまだ確立されていない  
透析装置が使用できる状況→？  

2．高額の医療費負担  

医療費支払いのための借金  

生活保護を受けるための離婚  

自殺  



・1979年 京都府「京都腎臓病総合対策推進協儲会」  
福島県「腎隋病患者のための懇談会」  

・1980年 石Jl＝最「腎疾患総合対策協言♯会」  
東京都「人工透析のあり方および都立大久保病院人工透析医療の  

今後の運営方針に関する報告」   

・1983年 全腎協「腎疾患総合対策推進委員会」設置  
・1985年 マニュアル「なぜ、今、腎疾患総合対策なのか」作成  

告∃震三宅1一等C■）J． 汗り ゝRl～備1iトム ノナ   

しi」1L素1府中・L与∵ 睾    1「＝  

王子ニゝ斤」′⊥軍手ミ曇；1F策トト】v 

（1）腎疾患の予防を推適する 

（2）慢性腎疾患対策を硝化する。  
（3）安全で適正な透析治療を全国どこでも受けられるようにする 
（4）腎臓移植促進のための体制を強化する。  
（5）患者の社会復帰を促進し、生活の安定をはかる。  

」■L  
「厳膣的政鼠課題J  

・組織、機構の整備一当面する問題と、長期的計画を検討、  

研究一治療部門の連携  
イこれ以上透析患者を増やさない」「透析に入るのを少しでも遅らせる」  

全国各地て、腎疾患対簑推進・検討機関の設置  
「腎臓病を考える集い」「シンホシウム」の間借   

＼L検尿など、予防から早期発見・早期治療を重視  
ぜ垂■協一ノ  
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◇1971年（昭和46） 厚生省「腎機能不全患者の治療状況に関する」            実態調査実施  

◇1972年（昭和47）   

◇1973年（昭和48）   

◇1974年（昭和49）  
◆1974年（昭和49）   

◇1978年（昭和53）   

◆1985年（昭和60）  

◆1986年（昭和61）   

◆1988年（昭和63）  

人二⊂腎隋整備5ケ年計画   

3歳児健診に、初めて検尿含む   

小・中・高校生の隔年検尿実施  
厚生省特定疾患調査研究対象疾患に慢性腎炎   

小・中学生の毎年検尿義務化   

厚生省「小児慢性腎疾患の予防管理・治療に関する研究班」  
（全腎協からも参加）   

厚生省「腎不全対策推進会譲」（全腎協からも参加）   

「当面緊急に対応すべき腎不全対策報告」  

患者構成の変化  

患者の高齢化  日吉津絹医事妄講書2〔料紙lご月千  

・導入患者の平均年齢   66．40歳  

・維持透析患者の平均年齢 64．38歳  

・年齢別患者数  

60歳未満 86，527人（34．6％）  

60歳以上163，350人（65 3％）  

65歳以上129，863人（519％）  

70歳以上 92，405人（36．9％）  

75歳以上 56，558人（22．6％）  

－－－－－ ■全■ヰー・－  
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新・腎疾患対策確立のた裾こ  
人ひとりがいのち 輝かせるたダ汗＿「－、〝  

2006年（平成18）5月 設立35周年・法人設立10周年記念大会（大阪市）  

Ⅰ腎疾患対策の総合的体系的検討と整備のための専門委旦会を設置する   

け周及び地方自治体で、腎疾患対策の専門委員会を設置する。 官この委員会は 
、行政及び医学・社会保障・その他の関係専門家、そして患者代表により  

構成する。   

Ⅱ 総合的腎疾患対策を確立する   

1腎片病患者、透析患者の増加を予防するために。  
2 各疾患の治療研究を進め、より質の高い治療とするために。  
3 安心して、充分な治療を＃摸するために。  
4臓菩移植推進体制を整儀するために。  
5．患者個々の生活を支援するために。 6誰もが安心して治療生活を送れる社 

会保障制度であるために。  

ノ 密会■駄7∠  

◆研究譲吉貞と治療体制確立爪†＿yれ譲諾   

】腎臓病患者、艮枕祭身の増加う1Ⅷ＝ 

・国及び地方自治体、教育機朋・保健所・診療施設等を通じた啓蒙活動と、予防から   
治療までの一環した管理体制の確立。  
・糖尿病対策の徹底  
一緒尿病自体の予防啓発と、糖尿病の進行による腎症の発症を防ぐ∧  
・腎臓病専門医一糖尿病専門医の連携した診療体制   

ニJミ拝空言（．「）宕痺右月「キ   

・個別疾患の原因究明のための研究と治療法の確立  
・対症療法の研究と質的向上  

継続した治療研究と、その成果に基づく  
1針防 治療 管理川）ための総合的システム警備が求められる  

2007年 請願事項  

1腎臓病及び糖尿病の予防対策と腎不全・透析治療に移行しないため   
の啓発活動を広く国民運動として取り組んで下さい。   

2 腎臓病の原因究明の研究を推進してください。   

3．年齢、障害の種別、程度を問わず、必要なすべての人に介護、移送   
が保障される制度を確立してください。   

4 通院の困難な在宅の透析患者のために、ホームヘルパーの増員、移  
送支援など通院介護保障体制と医療と福祉の連携による総合的対策   
を確立してくださいJ  

ヰ全篇協ノノ  
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5．院内感染を含む医療事故を防ぐための対策を強化してください。   

6，医師、看護師、ホー．Lヘルパーなどの医療・福祉従事者不足を早急   
に解消し大幅な増員対策を具体的に講じてください。   

7．臓器移植推進のための啓発・広報活動を強化するとともに、都道府   
県所属の移植コーディネーターを増員するよう指導してください。   

8．災害時における透析医療の確保と患者の避難・移動を確保する体  
制を確立してください。  

感全▼協ノ／  

「腎疾患対策．1を国民的課題にしていくために  

腎疾患対策をとりまく情勢  

1．厚生労働省厚生科学研究 戦略研究とは？  

りノカ国を支承至、多＼ロノ国民頂1う享壊を絶一三■噌堰手亡ミナ二ナノに†辻元川計長   

の高い慢性疾患・6妻康博害を標的とし／丁 その干P市・着席二「入、トナひ昌す坪   

の買改善介入なと 国民の健康を守ミれ三和こ関連す壬工ヒこ二‾∵を妄言   
出ナナー耳ノに実施さ〕】さ二〔型の臨斥1▲■、1缶一軍〉  

「淳二生万働壱か、あ己二一もLめ国民に二二⊥ てにヰとつし、■こ扁吉されr－1手折ぴノ  

ー与封にて；宣二て異仲田引二政策目標享芹でト上て、市梁 ア11ト ム 指標±  
研究言十画の骨子を謹小て、」  

凸  
l戦略研究」の成果指標および研究計画の骨子は、その研究成果を  
r政策」として全国に均てん化することを前提として作成されなければ  
ならない  

嘘全■協 J  
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2 日本慢性腎臓病対策協議会から  
慢性腎臓病（CKD）対策推進の協力要請  3 与党との懇談  r腎疾患を考える勉強会」  

1童話芸力目的」  
†こ芸は1T含的な「妻は腎粧議′二｛［て1軒丁目佳渡を：］こモたイ二軍黒白、1†ユニT］  

利を棉語＿、行い卦二‡二7モ腎手套し1粁射手しl腎杓二軒垂∃至芸吉富愕  

第3回自由民主党（厚生労働関係議員）との懇談  

病のこ瑛少、予壌誅善にトて 道民∴健賛増魯‾事与っこ  

It長講芸‾〕、1ラう事案」  

！日す▲r：極意した二卜［丁ノ・重責 言±1，′己チ ャr∵1三を古き工う ≡  

2・“娼匡、匡府ヌタ／ブに対r】 二卜［句責了〕重要烏ノり言ご詭を看㌻  ▼・さノ   

噂の標革的な考え方の普及‥云萌き悼堰う‡ 
ご卜［対策の重要性につ亨行軒∴関連［草桝を問、健吉シ桂閑 圭己痘積蘭茎   

7ナし啓発溝動を行い・二さ∈ケj：ト「二11美しJ）蓄モとこ喜符号ノ‡倭1モ  

阜㍉唱市民に対L r生活…ぎ偶毒ヒ：ド〔7ナ毒の重要性rT、イ言草 こ詐   
き勤巨ケラう  
ト上記毒筆牒守エけ二rL 上声」三に「コけ制空横雲了二  

□日 時 2007年4月24日（火）口会 場 自民党本部   

□出 席 自民党 長勢甚遠譲員（法務大臣）大村秀章凛眉（内閣府副大臣）  
田村憲久雄員（総務副大臣）谷畑孝諸員（東経院・厚生労働  
委員会羊頭理事）井上信治議員（衆言嚢院・厚生労働委員）  
上川陽子議員（党政務調査会副会長）鴨下一郎議員秘書  
松浪健太諸員秘書  

全腎協 ≡由井漸台会長 栗原紘隆・宮本高宏副会長 金子智常務理事  
渡違和雄・吉村規男 理事 水本承大 富山県腎友全会長  

＼  助言者：社相木透析医会会長山崎親雄先生  宮本副会長  協議担当一葉原常務理事  幹事－  醸全腎協一ノ  
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□日 時 2007年2月22∃（木） 口金 場 衆言♯院第一議員会館第二会諸圭   

□出 席 公明党 古屋範子厚生労働部会長 坂口力衆議院議員 大口言嚢員  
福島豊護員秘■二 高木美智子諸員秘書  

全腎協 油井涌治会長 栗原紘隆副会長 金子智常務理事  
吉村・岸上・高橋・中村理事  

助言者 日本医科大 数授 飯野靖彦 先生   

○慢性腎臓病（CKD）について飯野先生より説明  
○腎疾患対策を国民的課題に  
○国会請願項目の実現にむけて  

5．各都道府県におナる腎疾患対策懇談会を立ち上げ  

†腎掠雲台寸帯革団栗的評芋ヨ」r二1三上1卜に   

各部1射手県組織T「蔓性腎臓1講J〕勉強芸   

1つ行政との官庁患を考て二二聖j案芸1しナJJ   

開催貢▲台討雪子  

日子慢性腎臓病1一策’謀議芸とーざヱ講し丁講   

師派遣等仇困わて、皇賢一ニしりr■針■腎淀華   

対策」「∵コし、ても内琴芝来すノし＼く  
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